
市民エネルギーとっとり

中山間地域の再生に資する総合的な地域環
境教育実践活動

 鳥取県 実　践

つづける助成

2年目
活動地域

活動内容と成果
まちづくり、自然保護、里山保全等の団体と連携し、●
実践的で分野横断的な人材育成講座を13回開催し203
人が参加。また県内、近県（島根県、岡山県）の先進地域
の視察研修を実施　●地域課題と地域の再生、未来ビ
ジョンを具体的に考える場として上映会、連続講座を
開催し81人が参加　●実践活動・事業化支援のための
連携体制の構築と実践地の具体化に取り組んだ
地域のエネルギー利用拠点として、独立太陽光発電シ
ステムを一緒に作り集落で使用、教育関係施設に発電
設備を参加型で設置、小水力発電の適地等について検
討を行った。

課　題
鳥取は自然に恵まれ、地域エネルギー利用を中山間地
域の再生の鍵にできる可能性があるが、多様な地域活
動が展開されている一方で、耕作放棄地の増加や森林
荒廃が進んでいる。

目　標
分野横断的な人材を育成し、実践を支援する体制が構
築されることにより、鳥取で地域エネルギー事業も取
り入れた、中山間地域の再生に取り組む地域・主体を増
やす。 〒680-0834

鳥取県鳥取市永楽温泉町
505-406
E-mail：shiminenergy.tottori@
gmail.com
HP：http://energytottori.jugem.jp/

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス禍への対応・方
向転換に時間を要し、年度当初には
イベント等の企画がしにくく活動が
滞った時期があった。

■工夫した点
地域のニーズを確認しながら、少人
数や野外でイベントを実施するな
ど、地域づくり団体との連携により
活動の幅を広げることができた。

自然と共生する里山・農村文化の継承につなげる小規模な連続講座と並行し、映像
保存、地域の課題解決・仕事づくりにつながる地域エネルギー利用拠点を増やす。
世代間、まちと農村の暮らしをつなげ人材の育成を行う。

今後の
展望

里山保全実践活動里山保全実践活動

集落で使う発電所づくりワーク集落で使う発電所づくりワーク
ショップショップ

地域で開催した
イベント参加者数 284 人

地域イベント開催数 18 回

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 60 ％

（特非） 　キッチンるぱ

熊本県内の生活困窮家庭と被災した子ども
たちの総合環境教育

キャンプの参加者数 37 人

体験活動の参加者数 893 人

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 80 ％
 熊本県 実　践

つづける助成

2年目
活動地域

活動内容と成果
● 熊本豪雨被災地を訪問し清掃ボランティア活動をし
た後、被災された方の話を聞いた。自然の脅威と大切
さを実感し、人の気持ちに寄り添うこと、共感するこ
との大切さを学ぶことができた（参加者：12人）
● 週末などに農業体験等を実施。子どもたちは、自然環
境の大切さや収穫の喜び、自然と共生する生活スタ
イルの重要性、働くことの大切さや苦労等を知った
（参加者：延べ64人）
● これらの活動を通して子どもたちは達成感を覚え、
自分が役立つことを知り、情緒面でも安定。相手の思
いを汲み取って主体的に行動するようになってきた

課　題
生活困窮世帯、人間関係に困難を抱えた子どもたち、子
どもたちの生活リズムをマネジメントできない親への
支援が不足している。さらに熊本地震によるPTSDも加
わっている。

目　標
子どもたちに基本的生活習慣が身について環境を意識
した行動がとれるようになるとともに、環境保全に配
慮した暮らしが家計を助ける一助になることを知る。

〒865-0064
熊本県玉名市中1835-1
電話：0968-82-7585
E-mail：rupa@sound.ocn.ne.jp
HP：http://rupa26.wix.com/npo-rupa

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
夏の集中豪雨や新型コロナウイルス
感染拡大の影響により、体験活動の
受け入れ先を確保することに苦労し
た。

■工夫した点
キャンプの県内日帰りへの変更、新
型コロナウイルス対策として屋内活
動ではアクリル板設置、食事会は屋
外でテントを張っての実施など。

途中で加わる子どもも多くいる中で、まずは子どもたちの心を開き安定させるた
めの活動に注力しつつ、視野を広げ環境へと意識を向かわせるため、環境問題と実
生活の繋がりを意識できる体験等に取り組みたい。

今後の
展望

熊本豪雨被災地での清掃ボランティア活動熊本豪雨被災地での清掃ボランティア活動

荒れた庭から耕す農業体験荒れた庭から耕す農業体験
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